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特定非営利活動法人ちんじゅの森 

１ 事業の成果 

NPOちんじゅの森スタッフそれぞれの関心や技術、得意なことを活かしてもらうことで、新たな企画

を実施することのできた充実した一年でした。 

（内容） 

令和７年度の大きな活動としては、当 NPO設立のきっかけともなった神宮式年遷宮に関して、令和 15

年に予定されている第６３回神宮式年遷宮の諸祭の始まりにちなみ、「東京のお伊勢さまで学ぶ ご遷宮

フォーラム」をスタートいたしました。第 1回は「Road to ご遷宮」と題して、ご遷宮の全体像を、第２

回目は「伊勢神宮の森と水‐循環の聖地」と題して、ご遷宮のお祭りが繰り広げられる伊勢神宮の背景に

ある、自然の循環のしくみを、それぞれゲストをお招きし、お話いただきました。自然の循環と文化の継

承を同時に体現している壮大なお祭りを様々な切り口でお伝えし、令和 15年まで毎年開催していくこと

を予定しております。 

日枝神社における「月の宴」では令和６年度に引き続き石見神楽の舞台を行いました。石見神楽東京社

中のみなさんとご一緒し、歌とピアノは引き続きクラシカのユニットにご出演いただき、特設舞台での

「大蛇」を上演しました。火をふく大蛇の迫力を味わっていただいた舞台となりました。 

靖国神社「親子の集い」は、令和７年度はひなまつり親子の集いにおいて、子供たちの成長を祈る昇殿参

拝後のお楽しみ時間の演出をお手伝いいたしました。令和 6 年度よりご縁のある相模里神楽垣澤社中の

みなさんにご出演いただき、「春をことほぐ 獅子と神楽の舞あそび」と題して、ダイナミックに獅子が舞

う「寿獅子」や、両面踊りと呼ばれるおめでたいご祝儀演目を楽しんでもらいました。 

NPOちんじゅの森は自然・信仰・文化に関する活動を展開しています。ちんじゅの森サロンほぐほぐで

の活動は、他地域の協力を得ながら現代の都市におけるゆるやかなコミュニティのあり方を模索、構築

する試みでもあります。 

令和７年度は「ゆるく集まる夕べの会」を 7 回開催いたしました。お米の値段が上がり、スーパーで購

入するのも難しくなるほど品薄となった状況などをきっかけにスタートしました。各地域でご活躍の現

場の方たちからリモートやリアルで直接お話を聞き、一人ひとりが自身の食生活を考え、さまざまな形

で交流できる関係を築くきっかけを創出しました。2月には初めてのギャラリーを開催し芸術時間を楽し

みました。あかげら工房 youpeiman+大下かる 絵画展 「ことはじめ」として、作家のお二人の作品が

白い壁に映え、小さなワークショップも人気で、かわいい動物のコラージュ作品や、お花のリースの水彩

画作りを多くの方に楽しんでいただきました。 

田畑に関する活動、暦に即した年中行事、季節の手仕事等のワークショップは例年通りです。「お米の

一年」は会員活動として、小さいお子さんから大人まで多世代が参加くださる活動となっています。秋の

収穫のお祝いは、ゆるく集まる夕べの会でもお話くださった山梨県の農家さんの野菜スープや、村上地

域グリーンツーリズム協議会の助力を得て折詰めの和のおかずで収穫をお祝いでき、しめ縄作りは例年

と同じく(一社)地湧の杜と行い、種々様々にぎやかな時間となりました。初春を過ぎ 2月後半の実施が定

着した餅つき交流会は、参加される方が準備や片付けを担ってくれています。「季節の色を染める」手仕
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事では、庭の梅の切り枝を利用して、梅染めを行うことができました。気軽に取り組めるコンポストの会

を実施し、生ごみからの土作りも進めています。 

日本女子大の食物学科・公衆栄養学研究室との連携活動は７年目となり、季節の手仕事（梅干し・干し

柿）、年中行事のお月見団子作り、畑の恵みを味わうジャガイモの会など学生さん主体で行っています。

毎年、中心の学生さんががんばってくれています。 

園芸班活動はよりいっそう充実し、彩り豊かな季節の花が心和む景色をつくってくれています。3月から

は「はたけ班活動」も始動しました。 

文京区社会福祉協議会の「いきいきふれあいサロン」の登録事業である「親子サロンほぐほぐ」も地域

になじみ、親子だけでなく、ボランティア希望者の活動の場として、また日本女子大学の福祉系の学生さ

んの企画実践の場としても活かされています。 

（展望） 

引き続き、活動を通じて現代における「ちんじゅの森」を模索・創造し、これらの活動がよりよい社会

をつくる一助となるよう努めてまいります。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業                   （事業費の総費用【2,786】千円） 
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定款に記載された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数
(人)

受益
範囲

対象者

受益
人数

対象者
(人)

事業費
（千円）

697 2494

サロンほぐほぐ 7月 伝統文化親子教室3日間 18 30 227

4月・5

月・7

月・8

月・10

月・11

月・2月

ゆるく集まる夕べの会 21 77 6

日本を遊ぶ 2月
靖国神社「春をことほぐ 獅子と神楽の舞

あそび」
7 100 116

月の宴 10月 日枝神社「石見の夜神楽」 30 290 1380

ご遷宮フォーラム
6月・11

月

東京のお伊勢さまで学ぶご遷宮フォーラ

ム
10 200 765

65 64

梅仕事

＜梅干し＞
6月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 8 30 22

八頭町の西条柿＜干し柿＞ 10月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 5 30 32

季節の色を染める＜梅染め＞ 1月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 2 5 10

155 94

＜お月見団子＞ 9月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 7 10 1

地湧の杜共催

＜しめ縄づくり＞
12月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 8 45 62

＜餅つき交流会＞ 2月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 13 30 31

＜ギャラリーことはじめ＞ 2月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 5 70 0

259 136

＜お米の一年／田んぼの代かき＞ 4月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 4 24 55

＜お米の一年／お田植祭りと田植え＞ 5月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 15 45

＜お米の一年／抜穂祭と稲刈り＞ 9月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 10 35

＜お米の一年／脱穀・籾摺り体験＞ 11月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 11 32

＜畑の恵みを味わおう芋餅作り＞ ７月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 7 10 1

＜コンポストの会＞ ７月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 4 13 10

＜はたけ班活動＞ ３月 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 3 20 2

＜園芸班活動＞ 通年 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 1 40 12

＜田畑の手入れ＞ 通年 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 3 30 56

＜草刈り等手伝い＞ 通年 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 1 10 －

(5)上記事業に必要な人材の

育成とネットワークの構築
45 0

＜ボランティア育成＞ 通年 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 1

日本の

文化や

暮らし

に関心

のある

一般市

民

25 －

＜親子サロンネットワーク構築＞ 通年 ちんじゅの森サロンほぐほぐ 2
子育て中

の親子
20 －

(4) コミュニティとしての『ちん

じゅの森作り』活動に関する音

楽制作、映像制作、教育、出版

事業、ワークショップ、セミ

ナー、催事事業及び物品の販

売

ちんじゅの森サロン「田畑の仕事」自然と一体の暮らし実践ワークショップ

日本の文

化や暮ら

しに関心

のある一

般市民

ボランティアの育成およびネットワークの構築

令和７年度事業報告

(令和７年４月１日～令和８年３月３１日)

(1)ちんじゅの森の知恵に関す

る調査研究及びそれにともなう

出版、映像制作、ワークショッ

プ、セミナー、催事事業及び物

品の販売

各地に伝わる物語や信仰の研究等、映像の作成、セミナーの開催および
物品の販売

日本の文

化や暮ら

しに関心

のある一

般市民

(2)ちんじゅの森の知恵の普及

啓発活動を主とした教育、音楽

制作、映像制作、ワークショッ

プ、セミナー、催事事業及び物

品の販売

ちんじゅの森サロン「季節の手仕事」保存食づくり等ワークショッ
プ

日本の文

化や暮ら

しに関心

のある一

般市民

ちんじゅの森サロン「暦と暮らす」年中行事の実践ワークショップ

日本の文

化や暮ら

しに関心

のある一

般市民


